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昭和61年 6月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

魚

津

市

議

会

臨

時

会

議
長
(
再
任
)
、

副
議
長
(
新
任
)

5
月
臨
時
市
議
会
は
、

5
月
間
日
に
招
集
、
正
副
議
長
の
改
選
を

行
な
い
、
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
を
決
め
次
の
議
案
を
審
議
、
可
決

し
ま
し
た
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議
長

こ
の
た
び
の
五
月
臨
時
市
議
会
に

お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
再
び
議
長
の
要
職
に
就
任
、

浜

弘

~ 
ニ9'

之

そ
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り

ま
す
が
、

一
意
専
心
、
誠
実
な
議
会

運
営
と
、
五
万
市
民
の
総

意
を
尊
重
し
、
市
勢
発
展

と
福
祉
増
進
に
誠
心
誠
意

努
力
い
た
す
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。地
方
自
治
体
の
行
政
事

情
は
、
厳
し
い
情
況
下
に

あ
り
ま
す
が
、
市
当
局
と

協
力
し
益
々
前
進
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

マ
議

長
浜
多

弘
之
(
M
歳
)
魚
津
市
中
央
通
り
一
丁
目
1
番
口
号

マ
副
議
長

加

藤

成

司

(
印
歳
)
魚
津
市
駅
前
新
町
2
番
2
号

マ
各
常
任
委
員
会
委
員

委
員

(O
は
委
員
長

長
)
総
務
委
員
会

。
森
内
俊
雄

O
経
沢
稔

長
勢
甚
正
浜
多
弘
之

建
設
委
員
会

。
関
口
衛

O
七
沢
秋
政

後
藤
吉
松
本
田
正
一

高
慶
平
之
丞

産
業
経
済
委
員
会

。
沢
崎
尚
武

O
竹
内
進
高
島
義
信

河
崎
浩
宮
島
竹
二
伊
藤
甚
一

若
島
正
敬

文
教
厚
生
委
員
会

。
稗
苗
清
吉

O
浜
谷
佐
久
三

古
金
広
加
藤
成
司
大
久
保
松
治

野
崎
栄
吉

公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
竹
内
進

O
稗
苗
清
吉
浜
多
弘
之

森
内
俊
雄
富
田
只
夫
大
久
保
松
治

新
幹
線
及
び
交
通
問
題
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

O
は
副
委
員

〈敬
称
略
〉

中
田
向

宮
田
只
夫

田
中
光
幸

石
崎
七
郎

hv
副
議
長
加
藤
成
司
氏

。
七
沢
秋
政

O
田
中
光
幸

浜
谷
佐
久
三
河
崎
浩
石
崎
七
郎

伊
藤
甚
一
高
慶
平
之
丞

下
水
道
特
別
委
員
会

。
野
崎
栄
吉

O
沢
崎
尚
武
古
金
広

関
口
衛
経
沢
稔
加
藤
成
司

桃
山
運
動
公
園
特
別
委
員
会

。
高
島
義
信

O
中
田
尚
長
勢
甚
正

後
藤
吉
松
本
田
正
一
宮
島
竹
二

若
島
正
敬

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
)

同

意

案

件

マ
魚
津
市
浜
経
団
3
2
5
2
番
地
の
3

経
沢
稔
氏
を
魚
津
市
監
査
委
員
に
選

任
マ
魚
津
市
金
山
谷
1
0
6
3
番
地

河
崎
浩
氏

魚
津
市
出
2
3
6
番
地

野
崎
栄
吉
氏
を
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
運
営
協
議
会
委
員
に
選
任
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(2) 

グ
事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
4

7
月
1
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ

い
に
H

事
業
所
統
計
調
査
。
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
基

本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。

事
業
所
と
は
、
人
が
賃
金
や
報
酬

を
得
て
働
い
て
い
る
場
所
の
こ
と
で
、

庖
舗
や
営
業
所
、
工
場
、
官
公
庁
、

病
院
、
学
校
の
ほ
か
、
神
社
、
寺
院

な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
昭
和
辺
年
に
初
め
て
行
わ
れ
、

今
回
の
調
査
は
U
回
目
に
当
た
り
ま

す
。
全
国
の
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協

力
と
調
査
員
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
統
計
は
産
業
の
見
取
図
と
し

て
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
行

政
施
策
の
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
に
つ
き

ま
し
て
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
調
査
の
し
く
み
v

調
査
員
が
担
当
区
域
を
巡
回
し
て

事
業
所
の
方
へ
調
査
票
を
配
布
し
記

入
依
頼
を
行
い
記
入
完
了
後
収
集
い

た
し
ま
す
。
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勲
五
等
双
光
旭
日
章

小

坂

宏

和

氏

(
九
歳
)

魚
津
市
本
江
二
二
一
三
番
地

永
年
に
わ
た
り
、
繊
維
産
業
の
指
導

者
と
し
て
、
織
布
業
の
構
造
改
善
な
ど

業
界
の
復
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

e 盟国

お

め

で

と

勲
五
等
双
光
旭
日
章

三

井

芳

久

氏

(η
歳
)

魚
津
市
道
坂
二
八
一
番
地

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
収
入
役
、
助

役
な
ど
な
さ
れ
、
地
方
自
治
振
興
、
住

民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

市政の動き・・・・・・・・・……………………2

晴れの叙勲、褒章一…………・………3

海外研修に参加してみませんか・・・・・・4

投票所の一部ガ変ります……………5

住民票の取扱いガ変ります…………5

くらしと下水道・…・・・・・……………...6

あなだの国保…………………………ア

あなだも騒音点横を・……・-………...8

あなだと図書館-・…・...……………...9

みんなのスポーツ・..........・・・・・・・10-竹

保健だより・....................・・・・・・12-13

お知らせ.....................・・・・・・・・・14-15

カメラレポ・..............................・・16

つ
-・.... 、・圃

い

ざ

勲
五
等
瑞
宝
章

長

谷

幸

信

氏

(打
歳
)

魚
津
市
友
道
二
一
二
五
ノ
二
番
地

永
年
に
わ
た
り
、
魚
津
市
消
防
署
長

な
ど
な
さ
れ
、
消
防
、
防
災
活
動
に
尽

く
さ
れ
た
。

勲
六
等
瑞
宝
章

辻
谷
吉
次
郎
氏

(侃
歳
)

魚
津
市
並
木
町
6
番
刊
号

永
年
に
わ
た
り
、
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、防
火
、

水
防
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
。

ま
す

黄

綬

褒

章

浜

多

ハ

ナ

氏

(
悦
歳
)

魚
津
市
港
町
4
番
9
号

永
年
に
わ
た
り
、
県
漁
協
婦
人
部

連
合
会
長
な
ど
な
さ
れ
、
漁
業
者
の

生
活
、
環
境
改
善
に
務
め
漁
業
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

緑
豊
か
な

森

林

を

魚
津
市
植
樹
祭

5
月
ロ
日
室
団
地
内
で
み
ど
り
の
少

年
団
な
ど
が
参
加
し
て
植
樹
祭
が
行
な

わ
れ
た
。

植
樹
祭
は
、
緑
化
の
重
要
性
と
緑
化
思

想
の
高
揚
を
図
る
た
め
行
な
わ
れ
た
も

の
で
、
式
の
あ
と
立
山
杉
叩
本
を
式
場

周
辺
一
帯
に
み
ん
な
で
植
樹
し
た
。

ま
た
、
林
業
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

次
の
四
氏
、
一
団
体
に
清
河
市
長
、
県

魚
津
農
地
林
務
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状

が
送
ら
れ
た
。

市
長
感
謝
状

。

越

幸

次
郎
さ
ん
東
城

。

山
沢
吉
次
さ
ん
黒
沢

。
清
河
は
つ
ゑ
さ
ん
北
山

。
室
田
地

区

室

田

県
魚
津
農
地
林
務
事
務
所
長
感
謝
状

。

高
木
成
嗣
さ
ん
三
ケ

記念植樹をする清河市長と

緑の少年団

(3) 
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鰐翻ぬ紹
参加bτW~世ゐ7Ø
魚津市(青・壮年)海外派遣研修団員募集

市
で
は
第
四
回
青
年
・
壮
年
海
外
研
修
派
遣
団
員
を
募
集
し

ま
す
。
本
年
は
、
昨
年
に
引
続
き
中
華
人
民
共
和
国
を
訪
問
し
、
団

員
の
国
際
的
視
野
を
広
め
、
相
互
の
理
解
と
友
好
を
図
る
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

-
訪
問
先

中
華
人
民
共
和
国

・
派
遣
期
間

昭
和
日
年
叩
月
中
旬
(
約
一
週
間
)

・
募
集
人
員

(男
女
と
も
)

青
年
約
二
二
名

壮

年

約

五

名

・
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
魚
津
市
に
引
き

続
き
一
年
以
上
(
昭
和
日
年
4
月
1

日
現
在
)
居
住
す
る
者

マ
マ
青
年
H
m
歳
か
ら
叩
歳
ま
で
の
男

女
(
昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
叫
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た

者
)

マ
壮
年
1
M
U
歳
か
ら
必
歳
ま
で
の
男

女
(
昭
和
同
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
白
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た

者
)

-
欠
格
条
件

l
国
又
は
地
方
公
共
団
体
等
の
行
つ

た
同
種
の
事
業
(
県
青
年
の
船
、

市
青
壮
年
海
外
派
遣
事
業
な
ど
)

に
参
加
し
て
海
外
渡
航
し
た
こ
と

の
あ
る
者
。

2
大
学
(
大
学
院
、
短
期
大
学
を
含

む
)
又
は
高
等
専
門
学
校
在
学
中

の
卓
司

-
適
格
条
件

1
簡
単
な
中
国
語
の
日
常
会
話
能
力

を
有
す
る
半
句

-昨年の中国遼寧省での交流会

(4) 

2
帰
国
後
、
職
場

・
地
域
あ
る
い
は

各
種
団
体
等
に
お
い
て
積
極
的
な

活
動
が
期
待
で
き
る
者
。

-
参
加
者
負
担
額

参
加
者
一
人
当
た
り
約
9
万
円
(
こ

の
ほ
か
渡
航
手
続
き
に
要
す
る
費
用

も
個
人
負
担
と
な
る
)。

-
募
集
期
間

昭
和
日
年
6
月
1
日
か
ら
6
月
初
日

ま
で
。

-
団
員
の
決
定

選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
で
内
定
者

を
決
め
、
事
前
研
修
を
修
了
し
た
者

を
団
員
に
決
定
す
る
。

-
申
込
み
方
法

応
募
者
は
、
次
の
書
類
を
提
出
す
る
。

1
海
外
研
修
団
員
申
込
書
一
部

2
団
員
応
募
承
諾
書
(
事
業
主
等
)
一部

3

住

民

票

(

抄

本

)

一

部

4
健

康

診

断

書

一

部

5
写
真
(
白
黒
)
二
葉
ご
葉
は
申

込
書
に
貼
付
)

・
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

干
仰
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目

mー
ー

宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
8
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投
票
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

7
月
7
日
任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
投
票
所
な
ど
が

一
部
変
更
に
な
る
予
定
で
す
の
で
、
関

係
投
票
区
の
み
な
さ
ん
は
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

。
投
票
区
の
変
更
に
つ
い
て

-
魚
津
第
2
投
票
区
で
元
町
区
、
下

新
一

・
二

・
三
区
は
魚
津
第
三
投

票
区
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
投
票
所
も
魚
津
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
か
ら
、
大
町
幼

稚
園
(大
町
小
学
校
横
)
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

2
上
野
方
投
票
区
に
つ

い
て
は
、
上

野
方
第
1
投
票
区
と
上
野
方
第
2

投
票
区
に
分
割
さ
れ
、
石
垣
、
石

垣
平
区
は
上
野
方
第
2
投
票
区
に

な
り
ま
す
。
投
票
所
は
石
垣
公
民

館
に
な
る
予
定
で
す
の
で
十
分
注

電
波
法
違
反

一

止
旬
回

一

6
月

円

f
〉
叩
【

一

う

誠

戸

織

強

一

品

d
純

一

放

不

A

，一

追

r

一
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

加
積
第
2
投
票
区
の
投
票
所
は
、
今

ま
で
常
泉
寺
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
選
挙
か
ら
、
魚
津
勤
労
者
会
館

(魚
津
商
工
会
議
所
横
)
に
変
更
に
な

る
予
定
で
す
。

6
月
1
日
か
ら

。
入
場
券
の
配
布
に
つ
い
て

今
ま
で
区
長
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
配

布
し
て
お
り
ま
し
た
投
票
所
入
場
券

は
、
今
回
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
よ

り
、
直
接
皆
さ
ん
の
家
庭
へ
郵
送
致

し
ま
す
の
で
、
保
管
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
(
宮
⑫
2
2
0

0
内
線
2
0
9
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

住
民
票
の
取
扱
い
が
変
り
ま
す

「崎
直
ゆ
四
団
」

今
回
の
法
改
正
は
、
近
年
に
お
け

る
社
会
一
般
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識

の
高
揚
、
情
報
化
社
会
の
進
展
等
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
、
基
本

的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

「
主
な
改
正
点
」

住
民
票
の
写
し
の
交
付

川
「
続
柄
」
と
「
本
籍
及
び
筆
頭
者

氏
名
」
は
原
則
的
に
省
略
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
従
っ

て
、
「
続
柄
」
又
は
「
本
籍

等
」
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

そ
の
旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ω
申
請
の
際
、
「
具
体
的
請
求
理

由
」
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ω
申
請
が
、
不
当
な
目
的
(
プ
ラ

イ
バ
シ
l
の
侵
害
に
つ
な
が
る
よ

う
な
目
的
等
)
で
あ
る
場
合
に
は
、

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

住
民
票
の
閲
覧

ω
閲
覧
で
き
る
項
目
は
「
住
所
」
、

「
氏
名
」
、
「生
年
月
日
」
、
「
性
別
」

の
4
項
目
で
す
。

ω
「
消
除
さ
れ
た
住
民
票
」
や
「戸
籍

の
附
富
市
」
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

ω
申
請
の
際
、
「
具
体
的
請
求
理

由
」を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ω
申
請
が
、
不
当
な
目
的
(
プ
ラ

イ
パ
シ
l
の
侵
害
に
つ
な
が
る
よ

う
な
目
的
等
)
又
は
不
当
な
目
的

に
使
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
閲
覧
を
お
断
り
し
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
受
付

6
月
間
日
か
ら

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
所
有
し

て
い
る
方
で
、
転
用
等
の
た
め
、
や
む

を
得
ず
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
農
地
転
用
基
準
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
。
(
優
良
農
地
は
不
可
)

②
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。
(
田
ん
ぼ
の
真

ん
中
は
不
可
)

③
土
地
基
盤
整
備
が
実
施
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
完
了
し
て

か
ら
8
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

マ
受
付
期
間

マ
提

出

先

マ
添
付
書
類

ω申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

ω付
近
見
取
図
、
公
園
、
配
置
図

ω土
地
改
良
区
の
同
意
書

ω農
家
、
分
家
住
宅
は
、
所
有
農
地

の
面
積
及
び
一
覧
図

ωそ
の
ほ
か
必
要
書
類

申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
書
類
を
作
成

す
る
前
に
市
農
政
課
庶
務
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 市 6

農月
政 10
課日

6 
月
30 
日

児
童
手
当
が
改
正
さ
れ
て
、
今
年
の

六
月
か
ら
二
歳
未
満
を
含
む
ニ
人
の
お

子
さ
ん
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
も
、

二
五

O
O円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
手
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
目

に
手
続
に
来
て
く
だ
さ
い
。
(
詳
細
は
、

四
月
号
広
報
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。)

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

今
ま
で
児
童
享
当
を
受
け
て
い
る
方

は
6
月

2
日
か
ら

6
月
刊
日
ま
で
に
、

現
況
屈
を
市
役
所
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
受
給
者

の
前
年
の
所
得
状
況
や
養
育
状
況
な
ど

毎
年
確
認
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
6
月
分
以
降

の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
ま
す
か
ら
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

以
前
所
得
超
過
で
却
下
さ
れ
た
方
も

制
限
額
が
変
り
ま
す
の
で
認
定
請
求
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
市
社
会
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。

手
続
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・
印
鑑

・
請
求
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
記

号
番
号

(証
明
書
用
紙
は
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。)

尚
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
現
況
届
は
8
月
で
す
。

(5) 
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Sしと
下

水

〈
シ
リ
ー
ズ
く
ら
し
と
下
水
道

ω

。
下
水
道
が
完
成
す
る
と
。

-
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。

家
庭
か
ら
の
汚
れ
や
工
場
か
ら
の
廃

水
な
ど
が
、
直
接
公
共
用
水
域
で
あ
る

川
や
海
に
流
れ
込
む
こ
と
が
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
共
用
水
域
の
水

質
は
改
善
さ
れ
、
青
く
澄
ん
だ
美
し
い

水
に
な
り
ま
す
。

道

金聾盤金品。

-
大
雨
が
降
っ
て
も
浸
水
し
な
く
な

り
ま
す
。

大
雨
が
降
る
と
、
す
ぐ
浸
水
す
る
低

い
場
所
で
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
排
水
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

滞
水
が
な
く
な
り
、
浸
水
か
ら
私
た
ち

の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。

-
水
洗
便
所
の
使
用
が
で
き
ま
す
。

浄
化
槽
が
な
く
て
も
水
洗
便
所
の
使

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
街
の

な
か
か
ら
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
姿
が
消

え
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
が
約
束
さ

れ
ま
す
。

-
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
が
な
く
な
り
ま

す
。

ミ
ゾ
が
き
れ
い
に
な
り
、
よ
ど
み
な

ど
に
よ
る
悪
臭
や
蚊

・
ハ
エ
の
発
生
が

な
く
な
り
ま
す
。

-
伝
染
病
の
発
生
を
予
防
し
ま
す
。

汚
れ
が
拡
散
さ
れ
な
い
た
め
、
病
原

菌
を
ま
き
ち
ら
す
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す。
ヘ
次
回
は
「
下
水
道
の
使
用
は
い
つ
J

f

か
ら
:
:
:
」
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

下水道マンホールの蓋ガ

図案化されました。

魚津市の下水道マンホールの蓋(ふ

た)に使われる市の花 ・かのこゆりの

図案。 直径60~ " 。

「
l
i
p
-，
mmw
ト

直

下

水

の

カ

ス

で

か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
、
高
か
ら

収

肥

料

が

で

き

る

っ

て

の
食
べ
物
の
カ
ス
な
ど
、
有
機
物
が

多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

下

本

当

?

下
水
処
理
場
で
は
、
下
水
を
処
理

最
近
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
す
る
過
程
で
沈
殿
池
と
い
う
大
き
な

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
主
な
自
給
肥
池
に
流
入
下
水
を
長
時
間
静
置
さ
せ
、

料
と
し
て
、
わ
ら
や
落
葉
な
ど
粗
大
そ
の
上
澄
み
を
処
理
水
と
し
て
川
ゃ

な
有
機
物
を
堆
積
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
海
に
放
流
し
ま
す
。
下
に
沈
ん
だ
カ

(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
を
作
っ
て
い
た
も
の
ス
(
汚
泥
)
は
取
り
出
さ
れ
、
脱
水

で
し
た
。
そ
れ
が
、
速
効
性
の
問
題
さ
れ
ま
す
。

や
取
り
扱
い
が
め
ん
ど
う
だ
と
い
う
こ
の
汚
泥
を
コ
ン
ポ
ス
ト
化
装
置

こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
化
学
肥
料
に
そ
に
入
れ
、
空
気
を
吹
き
込
む
と
、
微

…

の
座
を
譲
り
ま
し
た
。
近
ご
ろ
は
、
生
物
の
働
き
に
よ
り
、
汚
泥
の
温
度

〈

ま
た
有
機
肥
料
の
再
評
価
円
か
行
わ
れ
、
が
上
昇
し
、
二
日
程
度
で
摂
氏
印
度

〉

有
機
肥
料
を
使
っ
た
野
菜
な
ど
を
以
上
に
な
り
、
2
週
間
位
の
発
酵
期

「
健
康
食
品
」
と
銘
打
っ
て
売
ら
れ
聞
を
置
き
ま
す
。
そ
の
後
、
l
j
2

て
い
ま
す
。

か
月
程
度
の
二
次
発
酵
の
期
間
を
と

と
こ
ろ
で
、
下
水
の
カ
ス

(汚
泥
)
り
、
有
機
物
を
熟
成
さ
せ
、
作
物
の

環

境

週

間

(6) 

6
月
5
日

j
n日

み
ん
な
で
築
く
よ
り
よ
い
環
境

自
然
の
美
し
さ
は
、
私
た
ち
に
心
の

や
す
ら
ぎ
と
健
康
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

よ
り
よ
い
自
然
環
境
を
求
め
て
、
地
域

ぐ
る
み
、
街
ぐ
る
み
で
、
次
の
こ
と
が

ら
を
守
っ
て
、
私
た
ち
の
周
辺
か
ら
ゴ

ミ
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

O
ゴ
ミ
集
積
場
は
い
つ
も
清
潔
に

ゴ
ミ
集
積
場
は
地
区
住
民
の
環
境
の

バ
ロ
メ
ー
タ
で
す
。
つ
ね
に
清
潔
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

O
川
や
海
岸
は
き
れ
い
に

川
や
海
岸
へ
の
ゴ
ミ
の
投
棄
は
罰
せ

ら
れ
ま
す
か
ら
厳
重
に
慎
し
み
ま
し

ょ、っ
。

O
空
カ
ン
の
ポ
イ
捨
て
を
慎
し
み
ま
し

ト
A
F
A
J

。

空
カ
ン
の
ポ
イ
捨
て
は
自
然
環
境
を

そ
こ
ね
る
ば
か
り
か
、
交
通
事
故
等

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
慎
し
み
ま

し
ょ
う
。



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
国
保
と
老
人
医
療
、
肥
満
の
注
意
、
一

口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。し
か
し
、
老
人
保
健
法
で
医
療
を
受
け

る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
の
費
用
の
負

、
担
は
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
税
(
料
)
か
ら
も
拠
出
金

と
し
て
出
し
て
お
り
ま
す
。

国
保
と
老
人
の
医
療

叩
歳
(寝
た
き
り
の
人
は
臼
歳
)以
上

の
老
人
の
医
療
は
、
す
べ
て
老
人
保
健

法
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

費

用

負

担

割

-0、
Eコ

の
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国

澗

成
人
病
へ
の

最
短
コ

l
ス

肥
満
者
は
重
い
荷
物
を
抱
え
て
い
る

の
と
同
じ
で
体
に
負
担
が
か
か
り
、
種

々
の
臓
器
に
障
害
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

肥
満
度
初
%以
上
の
あ
な
た
、
成
人
病

に
向
か
っ
て
、
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
ぞ
、

ご
用
心
、
ご
用
心
。

あなたの標準体重は・・・

身長一105=標準体重(kCJ) 

そこで、あなたの肥満度は・・・…

あなたの体重一標準体重
Xl00=肥満度

標準体重

肥満度30%以上・・・・・・肥満症

:l::10%………正常

-20%以下・・・やせすぎ

1/ 

く判定〉

-
肥
満
が
気
に
な
る
方

へ
の
お
す
す
め
食
品

V
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ト
コ
ロ
テ
ン
な
ど
の

海
草
類

V
緑
黄
色
野
菜

V
小
魚
、

貝
類

マ
ダ
イ
ズ
製
品

1/ 

j
i
ll-11
1
1HHEArti
-
-
11
J
 

て
い
ま
す
。
そ
の
痛
み
は
激
し
く
、

-

歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
。
自
分

一

ア
s
L

で
靴
が
は
け
る
く
ら
い
の
痛
み
な
ら

即

竺
J

つ

神
経
痛
や
肘
殿
砂
船
な
ど
他
の
病
気

一

も
、
全
身
病
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
痛
風
は
一
晩
の

一

わ
れ
る
の
で
う
ち
に
関
節
が
赤
く
は
れ
上
が
っ
て

一

わ
れ
ま
す
が
激
痛
が
発
作
的
に
お
き
ま
す
が
、
一

一

週
間
も
す
る
と
だ
い
た
い
お
さ
ま
り

一

〉

ま
す
。

一

八
で
、
女
性
リ
ウ
マ
チ
は
一
度
痛
み
出
す
と
一

一

風
は
一
対
十
ヵ
月
以
上
も
痛
み
が
ひ
き
ま
せ
ん
。

一

男
性
に
多
い
。
朝
起
き
て
関
節
を
動
か
す
と
き
こ
わ

一

色
ざ
か
り
の
ば
り
を
感
じ
る
て
い
ど
だ
っ
た
の
が

一

。
リ
ウ
マ
チ
痛
む
関
節
が
次
第
に
増
え
疲
れ
や

白

イ
メ
ー
ジ
が
す
く
な
り
、
発
熱
や
貧
血
を
起
こ
す

恒

も
多
い
の
は
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同

〈
痛
風
は
薬
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
一

で
き
る
〉
一

し
な
い
〉

痛
風
に
は
よ
く
効
く
薬
が
で
き
て
い

一

わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
痛
み
を
お
そ
れ
る
こ
と

一

一
ま
す
。
血
液
中
の
尿
酸
が
増
え
す
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
痛
み
が
お

一

一
そ
れ
が
結
晶
と
な
っ
て
関
節
に
ひ
っ
さ
ま
っ
て
も
痛
風
が
治
っ
た
わ
け
で

一

一
か
か
り
炎
症
を
起
こ
し
て
痛
む
の
で
は
な
く
、
尿
酸
値
が
高
い
と
ジ
ン
臓

一

一
す

。

結

石

や

ジ

ン

臓

障

害

を

起

こ

す

可

能

一

一

一
方
、
リ
ウ
マ
チ
は
自
己
免
疫
が
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
根
本
的
な
治

一

一
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
療
と
食
生
活
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

一

一
す
が
、
免
疫
異
常
が
な
ぜ
起
き
る
か
リ
ウ
マ
チ
に
も
よ
く
効
く
薬
は
あ

一

一
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。
外
敵
の
り
ま
す
が
使
い
方
が
悪
い
と
副
作
用

一

一
侵
入
を
防
ぐ
働
き
が
免
疫
で
す
が
、

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
薬
ば
か
り
に

一

一
こ
れ
が
強
す
ぎ
て
自
分
自
身
を
も
攻
頼
ら
ず
専
門
医
の
指
導
に
従
っ
て
、
一

一
撃
し
て
し
ま
う
た
め
、
全
身
に
さ
ま
適
度
な
運
動
、
あ
る
い
は
リ
ハ
ビ
リ

一

一
ざ
ま
な
症
状
が
現
わ
れ
る
の
で
す
。
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
行
い
、
く
よ
く
よ
し

一

一
〈
靴
が
は
け
な
い
ほ
ど
の
激
痛
〉

な
い
こ
と
。
根
気
よ
い
治
療
を
要
す

一

一
痛
風
が
、
足
の
親
指
の
つ
け
根
の
痛
る
病
気
で
す
か
ら
、
精
神
的
に
お
ち

一

一
み
か
ら
は
じ
ま
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
こ
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

一

Fel
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
a
-
-
l
i
l
i
a
-
-
L
 (7) 



昭和61年 6月1日発行広報うおづ一一一一あなたと市政をむすぷ

あ
な
た
も
グ
眉
自
由
鵠
乞

あ
な
た
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で

静
か
な
環
境
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

自
動
車
の
空
ぶ
か
し
、
ペ
ッ
ト
の
鳴

き
声
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
の
音
:
・
あ

な
た
は
絶
対
に
騒
音
は
出
し
て
い
な
い

と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
す
か
。

「
こ
の

く
ら
い
な
ら
:・
」
と
思
う
こ
と
が
、
隣

近
所
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い

も
の
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
騒
音
点
検
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
は
気
が
つ
か
な
く
て
も
、
知

ら
な
い
間
に
騒
音
を
出
し
て
い
る
事
が

多
い
も
の
。
あ
な
た
に
も
、
思
い
あ
た

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
加
害
者
の

と
き
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
い
っ
た
ん

被
害
者
に
な
る
と
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

~ 

お互いに騒音の被害者となったり加害者とな

ることがあります。暮らしの騒音を怠くしま

しよう。

~ "'" ト ~:::::H:::::ト~" '" ト~:::::H:: ::: H:::::H::: :: H:::::H::::: ト~:::::~~:::::トf""ト~:::::~~: :::: H:::::ト~:::: : ~~:::::~~:::::~~: :::: H:: ::: H:::::H:::::H:::::H:::::H:::::~~::::: ト~:::::~~:::::ト~"'"ト ~:::::H:::::H:::::H:::::H:::::H:::::H:::::H:::::~~:::::H:::::H::::: ト ~:::::~~:::::H:::::ト ~:::::H:::::ト
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魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

各

支

部

総

会

ー

l
l
運
転
者
講
習
会
の
案
内
|

|

例
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
各
支

部
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
同

時
に
初
年
以
下
の
優
良
運
転
者
表
彰

と
講
習
会
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま

す
か
ら
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑨
6
月
9
日
間
|
大
町
支
部

(大
町
公
民
館
)

⑨
6
月
日
日
附
|
村
木
支
部

(
村
木
小
学
校
)

⑨
6
月
ロ
日
附
|
本
江
支
部

(
本
江
小
学
校
)

⑨
6
月
日
日
幽
|
加
積
支
部

(
吉
島
小
学
校
)

⑨
6
月
日
日
開
|
道
下
支
部

(
道
下
小
学
校
)

⑨
6
月
げ
日

ωー
経
団
支
部

(
経
団
公
民
館
)

⑨
6
月
日
日
附
|
西
布
施
支
部

(
西
布
施
小
学
校
)

⑨
6
月
四
日
附
|
天
神
支
部

(
天
神
公
民
館
)

⑨
6
月
初
日
幽
l
片
員
支
部

(
片
貝
小
学
校
)

⑨
6
月
幻
日
開
|
上
野
方
支
部

(
上
野
方
公
民
館
)

⑨
6
月

μ
日

ωー
松
倉
支
部

(
松
倉
小
学
校
)

⑨
6
月
お
日
附
l
上
申
色
町
支
部

(
上
中
島
小
学
校
)

⑨
6
月
お
日
同
l
住
吉
支
部

(
住
吉
小
学
校
)

V
時
間

・
い
ず
れ
も
午
後
7
時
1
午
後
7
時
加

分
ま
で
映
画
上
映

・
表
彰
式
と
支
部
総
会
は
、
午
後
7
時

却
分
か
ら
午
後
8
時
初
分
ま
で

・
午
後
8
時
初
分
か
ら
午
後
9
時
頃
ま

で
運
転
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

表
彰
者
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
免
許
所
有

者
の
方
も
、
支
部
総
会
に
万
障
繰
合
せ

の
上
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

魚津市内の交通事故概況
61年 5月10日現在

EPご三 件数 死者 傷者

昭和 61年 60 2 66 

昭和 60年 60 l 78 

増 j戚 :J:O +1 -12 



昭和61年 6月l日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
/
・
・
③

ノヘ

般

書
〉

ビ
ジ
ネ
ス
は
ジ
ョ
ー
ク
で
始
ま
る

山

下

贋

蔵

ザ

-m年
後

荻

原

勝

日
本
食
長
寿
健
康
法

川

島

四

郎

た
か
が
便
秘
さ
れ
ど
便
秘
坂
元

め
ざ
せ
ス
ー
パ
ー
-
オ
ー
ル
ド
菱
沼

久

野
菜
の
ピ
ッ
ク
リ
教
室

井

原

豊

い
の
ち

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
・
ス
ト

ー
リ
ー

日
本
放
送
出
版
協
会

夫
た
ち
の
憂
う
つ

斎

藤

茂

男

お
父
さ
ん
ゴ
ハ
ン
ま
l
だ
は
し
だ
の
り
ひ
こ

唐
舗
百
科
愉
年
版

日
本
経
済
新
聞
社

加
賀
の
田
舎
料
理

井

上

雪

職
業
に
あ
わ
せ
た
操
体
法
金

井

聖

徳

〈
文
学

・
小
説
〉

さ
よ
な
ら
学
校

井

上

好

子

童
謡
で
て
こ
い

阪

田

寛

夫

星
を
撒
く

田

辺

聖

子

踊
る
男

赤

川

次

郎

花
子
三
十
、
番
茶
も
出
花

赤

瀬

川

隼

波
音

岩

倉

政

治

ま
ん
ぞ
く
ま
ん
ぞ
く

池
波
正
太
郎

弁
慶
街
り
通
る

佐

竹

申

伍

ひ
き
ず
え
る

珍
ら
し
や
婚
除
、
吐
息
す

西

村

寿

行

使
者
連
作

後

藤

明

生

貸
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

ま
で
で
す
。

V
く
ら
し
の
知
恵
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
企

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
の
素
、
大
さ
じ
四

杯
、
ほ
う
酸
、
大
さ
じ
山
一
杯
を
熱
湯

少
々
で
こ
ね
て
、
大
豆
く
ら
い
の
大
き

さ
に
丸
め
ま
す
。

こ
れ
を
日
に
干
し
て
カ
チ
カ
チ
の
お

だ
ん
ご
に
し
て
、
台
所
の
あ
ち
こ
ち
に

お
き
ま
す
。

丸
一
年
た
っ
て
、
二
年
目
に
は
、
ゴ

キ
ブ
リ
は
、
ぐ
っ
と
少
な
く
な
り
ま
す
。

ほ
う
酸
を
、
そ
の
ま
ま
通
り
道
に
撒

い
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「女
の
暮
し
の
知
恵
袋
」
よ
り

従晋ノ

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

6
月
の
お
し
ら
せ

2
日
開

カ
l
ド
づ
く
り

お
日
側

た
な
ば
た
か
ざ
り

4
じ
か
ら
、

4
じ
却
ぷ
ん
ま
で

と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
、
ひ

ら
き
ま
す
。

川

柳

教

室

な
と

6
月
刊
日

ω

午
後
1
時
初
分
1

午
後
4
時

「
晴
れ
間
」
「
雑
詠
」

「
ゲ
ー
ム
」

脇
坂
正
夢
先
生

き

食

兼

題

助
言
者こ

ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

(
旧
水
族
館
あ
と
)

|

|
6
月
の
行
事
|

|

〔
イ
ラ
ス
ト
会
〕

6
日
幽

4
時
1

〔
ぬ
り
え
会
〕

日
日
幽

・
幻
日
働

4
時
l

〔
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
〕

凶
日

ω
1時
i

た
ば
こ
ケ
ー

ス
を
、
フ
ェ
ル
ト
で
作
り
ま
す
。
申

し
込
み
ロ
日
ま
で
費
用
問
円

〔
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
挑
戦
日
〕

1
日
間

・
日
日
目

2
時
1

〔
く
す
玉
作
り
〕

初
日
働

4
時
l

〔
オ
セ
ロ
大
会
〕

mu
日
目

2
時
i

申
し
込
み
〆

古
典
に
親
し
む
会

6
月
刊
日
附

午
後
l
時
初
分
i

食
演
題
「
良
寛
和
歌
抄
」

講

師

飛

世

麗

子

先

生

い
ず
れ
も

会
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
と

き
m
U
(
⑪
2
4
0
2
 

切
幻
日
幽

マ
毎
週
の
行
事

土金 木 水火 sifI I 

ゲ幼ルピ臼ゲ幼口
|児ク l |児| rf 
トクラチ トクラ
ボラプパ ボラ| 弓茎
l プ レ l プス
Jレ B ル A ケ

名
教室

ポ キ来
習 ト

2 10 4 4 10 4 
時時 H寺 時時時 時
I 30 I 30 I 
分 分 間

一第

6
回

一

一
夏
休
み
お
と
な
と
ニ
ど
も
一

一
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
一

ブ
ル

i
ト
レ
イ
ン
号
で

新
潟
・
弥
彦
山

山
上
公
園
の
旅
へ

佐
渡
ヶ
島
、
能
登
半
島
が
一
望
で

き
る
山
の
公
園
で
弥
彦
の
一
日
を
満

喫
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

8
月
2
日
出
6
時
却
分
頃

国
鉄
魚
津
駅
ス
タ
ー
ト
↓

四
時
初
分
頃
ゴ

l
ル

マ
会
員

・
幼
児
一
、
五

O
O円

・
小
学
生
六
、

0
0
0円

・
大
人
九
、
五

O
O円

マ
募
集
人
員
三

O
O名

(
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。)

マ
締
切
り
日

7
月
日
日

ω

マ
内
容
・
列
車
内
で
は
、
の
ど
自
慢
や
ゲ

ー
ム
を
行
い
ま
す
。
(
景
品
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
)

-
チ
ビ
ッ
コ
一
日
車
掌
(
若
干
名
)

を
選
び
ま
す
。

-
山
上
公
園
で
宝
さ
が
し
を
行
い

ま
す

・
弥
彦
神
社
が
参
拝
で
き
ま
す
0

・
食
事
、
お
や
つ
な
ど
は
各
自
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
は
、
国
鉄
魚
津
駅
旅
行

セ
ン
タ
ー
へ
。
宮

@
1
4
5
6

(9) 



昭和61年 6月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

み
ん
砲
の

ヌ.菰
E
V

テ
ニ
ス
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
グ

{
講

師
}
ブ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

神

和

住

純

氏

マ
演
題
「
テ
ニ
ス
と
私
」

側
魚
津
市
体
育
協
会
で
は
、
魚
津

市
テ
ニ
ス
協
会
設
立
叩
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ
み

の
日
本
で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ロ

テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
ρ
神
和
住
純
。
氏

を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
並
び
に
実

技
講
習
会
を
次
の
要
領
で
開
催
い
た
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
る
方
、
技

術
の
向
上
を
図
り
た
い
方
、
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
に
関
心
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

多
数
参
加

く
だ
さ
い
。

み申 そ
，来講一E民z十
定 場 時 と 区

し 。コ
先込 f也 員 所 間 き 分

@⑨  く 6 講技講 無

高魚埠 分1午彼t
6 講

4 ポテ体育館内 体
だ月演 。 月

~ Iニ育
さ 15dp習-3Zxb2Lz -、会

来十 名。 8 6 21 t貧
ツス協 い日 入 時時 日

松島協 会← 。(臼)場 30 仕) ~ 、

会 君 事 ま講整

宮 事 @1務 でに理 一一 九A
丙官書全童問 雨スラミ

時分1午前 6 

実技講習会
@務局 につ券及

、。 天時 コンラ 月
2 局 2~ i申~ い 。。信 名 l ド!

午後時9 
22 

4(6J総~ ヨ ては;ー) 、トテジ 日
7 ス三 み、実 )総ニユ 3 30 (日)

ー

7
月
の
歩
-
で
つ
会
|

7
月
の
歩
こ
う
会
は
、
6
日
同
パ
ス

で
金
太
郎
温
泉
下
車。

蛇
田
l

野
球

場

|
民
族
資
料
館
見
掌

1
天
神
山

(昼

食
)
|
東
山
|
横
枕
と
約

ωキ
ロ
余
り

歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
7
時

ω

分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
ま
り
く
だ

さ

い

。

(

昼

食
持
参
)

な
お
、
天
神
山
で
は
、
野
島
福
三
郎

先
生
か
ら
か
天
神
山
の
歴
史
。
に
つ
い

て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
す
。

学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

魚
津
神
社
の
祭
礼
に
よ
る
混
乱
を
避

け
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
学
校
体
育

施
設
開
放
を
休
止
し
ま
す
。

⑥

6
月
4
日
附

⑥

6
月
5
日
同

⑨

6
月
6
日
幽

室
内
温
水
プ

l
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

温
水
プ
l
ル
で
は
、

6
月
刊
日

ω、

日
日
閥
、

ロ
日
附
の
3
日
間
、
プ
ー

ル
の
定
期
清
掃
の
た
め
臨
時
休
館
い
た

し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

夜
間
開
放
利
用
の

皆
さ
ん
へ
(
お
願
い
)

東
・西
中
学
校
、
大
町
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
夜
間
開
放
利
用
に
車
を
利

用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
当
該
校
正

面
の
駐
車
場
に
正
し
く
駐
車
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
タ
バ
コ
の
吸
い
ガ
ラ
及
び
空

カ
ン
等
は
各
自
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

6
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
よ
み

29 28 27 22 21 15 8 8 7 1 と
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
(日) 仕) 幽 (日) (日) (日) (日) (日)仕) (日) き

ル1長市

民球軟式大全主 新会学桂川区中也

レ新
大会市長

市 泳d大~ 新川 予i墨 i県豊 新杯ラ 競ル体市 体大 北陸 大全 通青市睦
杯市

会大ポルll 3J学パ区中也11 

食U
川 /てイ 卓卓 fi 

全大杯パ

本道近弓白不勺

土区也 学中 士区也 レオ
技ソ

育大三県
球球

i董 l ン フ AM大協 事
レ

大 学中 球野 i予墨 ポカ ト 会女子 上 9 ムコ=ム2ス
l ツ オて 競 時 ~合:;;、 名

オて 会 オく 市 ルプ 短 技 長

館合併総育ζ 
ト 営市

髄 総合体育 道場市弓 校本，学江j、

ル温
ウンド 西中グ 睡紘A 体育日

市 館総 ウ吉 館総 と

オプく 野
ほか 体合育
ン田 体メ凸、

、ー~ー
コ

球場
ドグ

フ ーフ 育 ろ

富
山
県

青
少
年
育
成
県
民
運
動

推
進
指
導
員

-
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
指
導

員
と
は

青
少
年
を
健
全
に
育
成
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、

青
少
年
に
愛
情
と
信
頼
を
寄
せ
て
、

青
少
年
育
成
の
運
動
に
実
際
に
歩
/
加

し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
運
動
を
効
果
的
に

す
す
め
る
た
め
に
各
地
区
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
青
少
年
育

成
運
動
の
た
め
に
活
躍
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

-
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
指

導
員

大

町

吉

野

雄

二

宮
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5
1
7
3

村

木

臼
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勝

治

宮

②

4
1
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下
中
島

中

川

光
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宮

@
0
8
0
4

上
中
島

川

田
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司

宮

@
3
7
5
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河

崎

直

通

告
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9
2
0
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上
野
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高

野

行

雄

宮

@
7
7
7
0

本

江
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城
レ
イ
子
宮

@
4
1
5
8

片

貝

伊

藤

甚

宰

宮

@
8
2
1
5

加

積

広
瀬
四
十
三
宮

@
7
1
0
6

道

下

杉

本

茂

一

宮

@
3
4
4
3

経

団

経

沢

忠

勝

宮

@
3
8
0
8

天

神

大
久
保
義
雄

宮

@
8
8
6
2

西
布
施

酒

井

和

男

君

@
7
5
2
1

加

積

竹

内

嘉

宏

君

@
0
1
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北海道・九州からも参加して

みんなが走った

魚津屋気楼ロードレース大会
惨20km<llllll
男子堂谷選手〈富山市〉

が制覇
女子広浜選手〈魚津市〉

第
6
回
魚
津
畳
気
楼
ロ

l
ド
レ

l
ス

大
会
は
、
4
月
幻
日
、
魚
津
水
族
館
前

を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
開
催
。

招
待
選
手
の
花
房
佐
津
子
き
ん
を
は

じ
め
、
市
内

・
県
内
、
北
海
道
、
九
州

ま
で

1
、
7
9
8人
が
参
加
し
、

5
M
、

印
刷
、
初
回
の
各
種
目
に
別
れ
ス
タ
ー

ト
し
た
。
沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方

が
通
過
す
る
選
手
一
人
ひ
と
り
に
声
援

と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
の
立
山
連
峰
が
は
っ

き
り
見
え
る
日
で
あ
っ
た
が
、
フ
ェ
ー

ン
現
象
で
南
寄
り
の
強
い
風
が
吹
き
心

砂

5 
km. 
の
部
ス
タ

ト

配
さ
れ
た
が
、
車
椅
子
の
方
や
、
最
高

齢
者
幻
歳
の
油
本
さ
ん
ら
、
み
ん
な
元

気
に
完
走
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

(
1位
の
み
)

【
初
陥
】

マ
一
般
男
子
堂
谷
芳
範
(
富

山
市
)
1
時
間
9
分
ロ
秒
マ
一
般
女

子
広
浜
良
子
(
魚
津
市
)
1
時
間
初
分

初
秒【mL附】
マ
一
般
男
子
(
ぬ
歳
以
下
)

表
和
夫
(
石
川
県
)
お
分
お
秒
マ

同

(ω
歳
代
)
鈴
木
守
男
(
静
岡
県
)

お
分
U
秒
マ
同
(
印
歳
代
)
君
野
広

明
(
取
鳥
県
)
部
分
必
秒
マ
同

(ω

歳
以
上
)
中
富
広
(
広
島
県
)
引
分

5
秒
マ
高
校
男
子
長
谷
和
也
(
朝

日
町
)
松
山
分
M
秒

マ

女

子

金

子

慶

子
(
立
山
町
)
必
分
釘
秒

【5
h
】
一
〉
中
学
男
子
山
田
行
路
(
新

川

潟
県
)
日
分
辺
秒
マ
同
女
子
石
尾

川

聡
美
(
小
矢
部
市
)
四
分
幻
秒

叫
-
婦
人
地
域
活
動

即

推
進
員
と
は

…
婦
人
問
題
と
は
何
か
、
ど
う
し
た

…
ら
婦
人
の
社
会
参
加
を
す
す
め
る
こ

…
と
が
出
来
る
か
を
、
地
域
に
あ
っ
て

剛一
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行

動
す
る
た
め
に
県
か
ら
依
頼
さ
れ
て

い
る
方
々
で
、
各
校
下
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
そ
の
特
性
に
あ

っ
た
活
動
を
し
た
り
、
婦
人
の
方
々
の

悩
み
ご
と
に
も
応
じ
た
り
し
て
、
婦

人
の
地
位
向
上
の
た
め
に
活
躍
し
ま

す
の
で
、
皆
き
ん
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
婦
人
地
域
活
動
推
進
員

大

町

高
岸

村

木

池
田

住

吉

上
中
白
局

松

倉
上
野
方

本

江

片

貝
吉

島

道

下

経

団
西
布
施

hv
神
明
町
通
り
を

力
走
す
る
選
手
た
ち

お...・ ゴール間近の

V 広浜良子選手(魚津市)

て
開

l
」

町
一諸
国

~

援応

一i
v
 

富
山
県
婦
人
地
践
活

動
推
進
員

石
坂
貞
子

菅

原

祐

子

浜
田
須
美
子

野
沢
伊
枝
子

三

輪

圭

子

肥
塚
富
子

谷
口
幸
子

寺
島
美
津
枝

金

江

文

子

秋
田
美
和
子

玉
野
千
恵
子

吉
野
ひ
な
子

小
林
美
恵
子

岡
田
可
祝

高

島

康

子

麗
子
愛
子

吉

田

節

子

大
崎
千
代
子

富

川

み

よ

宮
崎
ノ
リ
子

三
井
美
祢
子

尾
谷
き
み
子

稲
場
百
合
子

武
田
一
枝

嶋

先

博

子

朝
野
ひ
ろ
子

酒

井

信

子

。1)
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6
-河
の
休
日
診
療
医

問い合わせは、魚津市健康センターft24-3999

品|官|官|官 1216A
但)I (団 I(日)I (日)I (日)I (日
宮|松|堀|船|深|桝
元|弁|井|崎 I)11 I崎
医|医|医|医|病|医
院|院|院|院|院|院

だより信用〉
i ~ I 百|官|官 I ~ I品
医吉|医佐|医牧|医坂|医小|医対
院岡|院伯|院野|院下|院泉|院馬
歯|歯|歯|歯|歯|歯
科|科|科|科|科|科

中
央
通
り

宮

@
0
3
9
9

鳥

川

町

宮

@
5
7
8
0

本

町
宮

@
3
9
1
2

士

口

島

E
@
0
1
0
0
 

本

江
宮

@
0
7
4
5

本

江
宮

@
1
3
9
3

診

療

日

'
'
回
診
療
時
間

E咽
一
診
療
科
目

as一
所
在
地

立
山
町
五
百
石

宮

0
7
6
4
@
0
1
2
8

立
山
町
前
沢

E
0
7
6
4
@
1
0
5
1
 

立
山
町
前
沢

宮

0
7
6
4
@
0
3
0
9

立
山
町
五
百
石

宮

0
7
6
4
@
0
2
6
9

上
市
町
南
町

宮

0
7
6
4
@
0
3
3
0

上
市
町
大
坪

宮

0
7
6
4
@
0
5
1
5

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(黒
部
市
消
防
署
向
側
)

※診療時聞は、いずれも午
前9時から午後5時まで。

内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

母 親 学 級 妊婦とその家族 6月20日幽 9:30-16:00 昼食をご持参ください。

4か月児健診
6月12日附 13: 00 -13 : 30 魚津市健康

4か月児
6月26日(木) 13: 00 -13 : 30 

センター

8か月児健診 8か月児 6月11日ヤ'j() 13 :00-14: 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--一一歩 ツベルク行リン反ま応す検査を併せて い 。

離乳食講習会 8か 月児 6月13日働 l3 : 00 -15 : 00 
麻種券しんを発(行はししかます)。の接1歳6か月児健診 59年11月生まれの幼児 6月24日(火) 13 :00-14: 00 .......，・

股関節脱臼検診 3か 月 児 6月 5日附 13 : 00 -13 : 30 

58.5.16-5.31生まれの幼児 6月4日(7同
尿の検査があります。

3 歳児健診 58.6.1-6.15生まれの幼児
ーーーーーーーーーーーーーー------------l・

6月18日か同 13 :00-14:0 

魚津保 健所

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 6月27日幽 9:00-12:00 

機 能; ヨ11 練 脳卒中後遺症のある人
6月 5日(柑 10: 00-15 :00 魚津市健康 @野外訓練

〈リハビリテーション〉 6月19日附 10: 00-15 :00 センター @訓練は10:00-12:00

健 康 相 談 一般市民
6月19日(柑 13 :00-15 :00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿・
6月17日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘 診察が受けられます。

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館
⑥体操の出来る服装で

健 康 体 操
毎週月・木曜日 9:30-11:00 経団公民館

おいでください。
毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村 木 公 民 館

と 一 般市民 毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康センター →(男性も参加山だ

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館
さい。

健 康 相 談
毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館

⑨日をきめて健康相談

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大 町 公民館
も実施しています。

ツベルタリン反応 8か月児 6月11日ヤ附 13: 30 -14: 00 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 6月13日樹 13:00-14:00 センター

6月13日働 9:00-10:00 松倉公民館

胃がん検診 一般市民 6月27日幽 9:00-10:00 上中島公民館
料金 69歳以下 700円

7月 2日かぬ 9:00-10:00 下中島公民館

6月13日幽 13: 00-14 :00 松倉公民館

子宮がん検診 一 般市民 6月27日幽 13 :00-14 :00 上中島公民館
料金 69歳以下 500円

7月 2日附 13: 00-14 :00 下中島公民館

乳がん検診 一 般市民
6月13日幽 13: 00-14 :00 松倉公民館

料金一一一一ー1，100円
7月 2日か同 13: 00-14 :00 下中島公民館

。がん検診希望者は、 実施日10日前まで魚津市健康センター (ft@3999)へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

6月 6日幽 9:30-11:30 農協松倉支所⑧

6月6日幽 l3: 00-15 :00 坪野 小 学校@

6月10日(刈 9:30-11 :00 旧白倉小学校 ⑧ 
住 民 検 診 6月10日(刈 l3 :00-15 :00 鹿熊公民館⑧

一般市民
6月11目。同 9:30-11 :30 青島 3区公民館

(結核と ) 
6月11目。ω13: 15 -15 : 00 青島会館

成人病検診 6月12日附 13: 15 -15: 00 道下公民館⑮

6月13日幽 9:30-20:00 松倉公民館⑧ →総合検診

⑧怯成人病検診 (夜間もあります)
6月20日幽 9:30-11 :30 魚津市健康センター

もあります。 6月20日幽 13: 15 -15 : 00 有 山 公民館⑧ ニの項、次頁へ続〈。

(12) 
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内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
6月25日附 9:30-11 :30 魚津市健康センター この項、前頁から続〈。

6月25日附 13: 15 -14: 30 湯上公民館⑧

6月27日幽 9:30-11:30 吉島小学校 〈注意事項〉

住 民 検 霊R会7 
6月27日幽 13: 15 -14: 30 東山公民館⑧ @結核検診のときは、

7月 2日附 9:30-11:30 魚津勤労者会館 受診票を必ず持参〈

一般市民 7月 2日附 13: 15 -14: 30 出公民館⑧ ださい。

(結核と ) 7月 3日同 9:00-11:30 上中島公民館⑧ @ 成人病検診受診のと
成人病検診 7月 3日附 13: 15 -15: 00 上中島公民館⑧ き、健康手帳をもっ

7月4日幽 9:30-11 :30 加積公民館 ている人は持参くだ

7月4日幽 13: 15 -14: 15 道坂公民館⑧ きい。

7月4日樹 14: 30 -15: 30 袋公民館⑧

母乳育児相談 一般市民 6月20日幽 13 :00-14: 00 魚津市健康センター 念、を要も相す故るに場応合じは い
ってみ ます。

巡回栄養指導車 一般市民
6月27日幽 10: 30-12: 00 上中島公民館

〈キッチンカー〉 6月27日樹 13: 30-15: 00 東山公民館

13: 30-14: 00 魚津市健康センター
@体温は自宅で計っ

⑥第 1期=3回接種 該当 地区

4月実施日現在、 村木・大町・本江・住
てきてください。

予 6月 23日開)
2歳児て"" 4月~ 吉・上野方・上中島

@母子健康手帳 ・印

5月に 1回-2回 道下・加積・経団・片
かんを持参くださ

百日せき 6月 25日ヤ:K)
防 接種ずみの幼児。 貝・西布施・天神・松倉 し、。

ジフテリア @第2期= 1回のみ 7月 16日ヤM
受けなかった全地区 ※接種できない幼児

の方

接 破 イ寡 風
接種 @ 発熱、または心臓

第 1期を 2回-3 じん臓、肝臓疾患などのために治療している幼児。

〈三種混合〉 回接種終了児で、 @ 接種前、 1年以内にけいれんの症状を起ことのある幼児。

種 最終接種月後 1年 @ 過去において、この予防接種により副反応を起こしたことのある幼

を経過している 3 児。

歳児。 @ その他、接種を行うことが不適当と認められた幼児は、接種できま

せんので注意してください。

医療機関での 住吉 ・本江・道下 ・加積・経団地区の40歳以上の方と、それ以外の地区の65歳以上の方は、 6

成人病検診 月 1日から 8月31日までにお受けください。

歯
の
衛
生
週
間

6
月

4
日

1
6
月
叩
日

「
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
」
を
合

言
葉
に
、
今
年
も
歯
の
衛
生
週
間
が
始

ま
り
ま
す
。

-
6
歳
臼
歯
を
大
切
に
。

ま
ず
乳
児
期
の
歯
が
萌
え
始
め
る
頃

か
ら
乳
児
用
ハ
ブ
ラ
シ
や
、
ぬ
れ
た
ガ

ー
ゼ
で
毎
日
み
が
く
か
、
ふ
い
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
手
を
上
手
に
使
っ
て
痛

み
を
与
え
な
い
よ
う
口
腔
内
に
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
次
に
l

歳
乳
臼
歯
が
萌
え
出
し
て
き
た
ら
幼
児

用
ハ
ブ
ラ
シ
を
使
い
、
子
供
が
自
分
で

す
る
と
い
っ
た
ら
自
分
で
磨
か
せ
、
き

れ
い
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
親
が
点
検

し
て
補
足
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た

プ
ク
プ
夕
、
つ
が
い
も
で
き
る
よ
う
に
練

習
さ
せ
、
こ
れ
が
で
き
な
い
時
は
ハ
ミ

ガ
キ
粉
は
い
り
ま
せ
ん
。

健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
、
子
供
の
頃

か
ら
歯
を
磨
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

9
時
初
分
i
ロ
時

(13) 

受
講
生
募
集
《
魚
津
保
健
所
》

教

F 晶司

孟

看

護

マ
期
間

日
年
6
月
i
9
月
(
第
2
、

第
4
金
曜
日
)
6
回
コ
ー

ス
(
初
回

6
月
幻
日
)

午
前
9
時
初
分
i
日
時
初
分

魚
津
保
健
所

マ
時
間

マ
場
所

マ
内
容

.
何
か
変
だ
な
?

日
常
の
健
康
観
察

.
さ
あ
大
変
H
H

応
急
手
当
の
知
識

お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
う
ま
で

.
家
族
が
床
に
つ
い
た
ら
:
:
:

看
護
の
し
か
た

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

.
体
の
不
自
由
な
人
に
学
ぶ

車
椅
子
に
触
れ
て
み
よ
う

食
品
衛
生
教
室

マ
場
所

魚
津
保
健
所
講
堂

マ
時
間

マ
日
程

・
6
月
初
日
関

0
食
品
選
択
の
あ

れ
こ
れ
@
牛
乳
の
鮮
度
テ
ス
ト

・
7
月
刊
日
附

0
食
中
毒
は
な
ぜ

お
こ
る
⑨
手
洗
効
果
の
テ
ス
ト

・
8
月
初
日
肘

O
台
所
の
衛
生

@
食
器
類
の
洗
浄
テ
ス
ト

-
9
月
児
日
附

0
水
を
考
え
る

⑨
水
の
簡
易
テ
ス
ト

-m月
初
日
附

0
健
康
食
品
を
科

学
す
る
⑨
身
近
な
薬
草
(
ス
ラ

イ
ド
)

・
日
月
初
日
同

O
「
賢
い
消
費
者

と
し
て
」
⑨
特
別
講
演

。

い
ず
れ
も
、
お
申
込
み
期
日
は
6

月
初
日
ま
で
、
魚
津
保
健
所
衛
生
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑧
0
3
5
9
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⑤
⑫
 

-
「
幻
世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま

女
性
プ
ラ
ン
」
フ
ォ
ー
ラ

ム
(
公
開
討
論
会
)
開
催

マ
日
時

6
月
お
日

ω
午
後
1
時
ぬ
分
よ
り

大
町
公
民
館

マ
会
場

マ
講
演
・
演
題

-
講
師

マ
、王問自

-6月市民会
館
大
ホ
l
ル
催
物

パケ 劇舞台 例会 第四
大会 世剖舞川琉 神凪帯BF今E二十六第回 会発表金 世藤r龍華晶

ーチ l ラ楽団 社会 催

金毒寵回 ユ ル

「ち?オ「 十八回
I コ I人次 物
lレノン 名
第クセ 奏

I PM 29 I AM 22 I AM 15 30 PM 8 と

時6 ( 臼日) 時9 ( 日日) 時10 ( 日日) 分時3 日 きI M' (1-'1) 

d制員~ ェl 無 無
空己円 理券整 場料入

来十 来十

~う

都樟支 詩持魚道 剣世川流 融支部 官蹴山県 詩神時風
松会 耳集 l ノセラ 玉

こ づお
華間流

ルク l f雀
チルコ

}場量IJ お
ユ ・ ン 者

H
6
月
1
日
i
初
日
H

間月
ι

広
い
防

¥

室
ロ
い
、

災

¥

、

・

砂
‘
、
、
、

土
、
、
、

整理
募集機種 年齢 性別 賃 金 地区 人員

資格絞験
番号 その他

1 機械製造 17-50 男 10.8-18.6 三戸百司 大海寺新 2 不 問

2 製 缶 20-50 男 11-21.6 本 新 2 普 免

3 営業社員 25-40 男 11-18 一一 ケ 3 普 免

4 普運転通手 24-40 男 17-23 黒 ・沓掛 2 普 免

5 重運転機手 22-50 男 20-27.5 字 ・音沢 2 機制械系建免設許

6 機械工 18-55 女 10.4-14.3 一 ケ l 不 問

7 機械製造 17-50 女 10.5-11.8 大海寺新 2 不 問

8 プレス工 18-45 女 9.6-12 友 道 2 普 免

9 雑 用 25-50 女 14-15 東尾崎 3 不 払可

10 プラスエチ 18-35 女 9-9.4 一 図 2 不 品可
γ ク力日

く求人情報〉早急に人を求めていますグ-
富
山
県
消
費
生
活
地
方
相

談
員
に
次
の
方
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た

@ 

j中
⑥
吉
島

整理
希望職種 年齢 性別

希望
経験等 学歴 資 格

番号 賃金

1 販売外交貝 41 男 20斉 営業 20年 高卒 普 免

2 ーコン処ビ理ュ技ー術タ 44 男 20 コン務ビュー年タ 高卒 珠l算級、・普簿記免一業 26 

3 中 ぐり 工 53 男 20 機械工32年 刷、卒 普 免

4 一発電組立モ修ー理タ 48 男 18 トラック荷4役年 中卒 普 免

5 大型運転手 37 男 20 電工 6 年 高卒 大 型

6 生産技能工 34 女 9 販売事務6年 短大卒

7 経理事務員 24 女 10 税務会計6年 高卒 疎記算3級l級、普、簿免

8 事務員 19 女 9 印刷 1 年 高卒 珠記算4級2級、普、簿免

9 雑務員 55 女 8 化学製品包19装年 高小卒

10 家政婦 49 女 10 老人の介10緩年 中 卒

く求職情報〉緊急に職を探していますグ

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
6
月〉

実
施
地
域
:
:
:
下
野
方
地
区
(
印
田
・

三
田
・
本
江
新
町
・
同
元
町
・
本
江
)

点
検
に
は
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部

保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。

宮
@
5
3
4
0

点
検
は
2
年
に
1
度
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
不
在
で
、
不
在
連
絡
票
を
受
け

取
っ
た
方
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
販
売

庖
へ
連
絡
し
、
点
検
を
受
け
て
く
だ

え」い
。

-
ぁ
ゅ
の
解
禁

ぁ
ゅ
の
解
禁
は
6
月
お
日
側
、
午
前

4
時
か
ら
で
す
。

角
川
、
布
施
川
の
て
ん
か
ら
網

・
投

網
の
許
可
証
交
付
は
、
6
月
幻
日
出
l

μ
日

ωま
で
、
呉
東
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
事
務
所
(
大
光
寺
内
)
で
。
同
河

川
の
竿
釣
り
は
、
市
内
の
釣
具
庖
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
各
料
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。

漁料

角

金 |交イ楊所

円

1，500 

中学生I70~ 
布施川ト r--------i 回
一毛針釣 I-L 1 I 門

|大人|友釣 I/.... /， I 2，500 

@早月川 ・片貝川の毛針釣、友釣の許可券は

不要です。

市
内
釣
具
庖

遊

料

の

釣の種類

毛針釣

つり

釣

河川名

)11 

※くわしい ことは、魚津公共職業安定所

〈宮 24-0365>へお問い合わせください。

(14) 
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-
警
察
官
募
集

富
山
県
警
察
で
は
、
臼
年
4
月
採
用

の
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

マ
願
書
受
付

6
月
刊
日

1
7
月
9
日

マ
試

験

日

8
月
3
日
制

マ
受
験
資
格

⑥
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
臼

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方

⑥
年
齢
お
歳
未
満
の
男
子

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
警
察
署
、
ま

た
は
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い。

宮

@
1
3
3
3

-
不
用
品
交
換

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ミ
シ
ン

(
3台
)、
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

マ
バ
イ
ク

(印
∞

)、
マ
机、

マ
ベ
ッ
ド

魚族紹介(114) 魚:孝命Q'e然

マ
応
接
セ
ッ
ト
、

マ
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
夕
、

マ
ス
キ
l
靴、

マ
エ
レ
キ
ギ
タ
l
、
マ

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

l
、
マ
ス
テ
レ
オ
、

マ
机

・
椅
子

-
も
と
め
ま
す

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
マ
ス
テ
レ
オ
、

マ
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
マ
除
湿
機
、

マ
編
機、

マ
自
転
車
、
マ
ス
キ
l
、
マ

ミ
シ
ン
、
マ
テ
レ
ビ

(凶
イ
ン
チ
)

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総

務
課
・不
用
品
活
用
相
談
所
へ

宮

@
2
2
0
0
(内
線
抑
)

-
い
き
い
き
富
山
「
観
光
と

物
産
ま
つ
り
」
開
催

さ拡
れ大海
まを産
す目物
。的

と農

L義
次・
の工
と芸
お品
りの
開版
催路

体長は5αnほどで波の静かな内

湾の藻場にすむ。背びれと胸びれ

を瀕しく動力し、前ガガみに直立

して涼ぎ、体む時には細長い尾を

油藻などに巻きつける。小さなフ

ランクトンをストローのように伸

びだ口で一気に吸い込んで食べる。

繁殖期は夏で、腹の大きな雌は雄

と尾をからませなガら雄の育児の

うの中に卵を産み込む。卵はこの

袋の中で受精し、発生ガ進む。や

ガて大きなお腹をかかえだ雄は体

を曲げ伸ばしながら親とそっくり

の子供達を産み出す。

さんこ.たつ

6
月
日
日
幽
i
日
日
制

富
山
市
友
杉
富
山
産
業

展
示
館

(
テ
ク
ノ
ホ
l
ル
)

い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
宰
議
協
議
会

観
光
紹
介
案
内
コ
ー
ナ
ー
、

特
産
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ

ー
、
特
産
品
製
作
実
演
コ

ー
ナ
ー
、
郷
土
芸
能
紹
介

コ
ー
ナ
ー

な
お
、
富
山
県
伝
統
的
工
芸
品
展
が

併
催
さ
れ
ま
す
。

マ
ム云
マ
場

マ
、王

マ
内

所期催'*-
廿

石品殿賞

万円

一

ざたLま」し、

魚津善意銀行へのご寄伺
〈敬称略〉

-
身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談
会

今
年
は
、
身
体
障
害
者
の
た
め
の
年

金
制
度
を
・中
心
に
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
講

師
富
山
県
国
民
年
金
課
担
当

係6
月
日
日
附
午
後
2
時
j

4
時

市
役
所
・
3
階
大
会
議
室

富
山
県
身
体
障
害
者
更
生

相
談
所

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

主

催

-
第

9
回
魚
津
市
民
手
話
教
室

コ
ト
パ
や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
手
で

表
現
す
る
手
話
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

基
本
か
ら
簡
単
な
会
話
ま
で
丁
寧
に

わ
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

20，000円

20，000円

56，064円

20，000円

10，000円

5，000円

30，000円

8，670円

559円

2，000円

20，000円

9，000円

ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

日

時

6
月
日
日

i
8
月
1
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日

午
後
6
時
初
分
1
8
時
ま
で

マ

場

所

魚

津

市

民

会

館

マ
申
込
み

6
月
刊
日

ωま
で
、
市
社

会
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

告
②

2
2
0
0
(内
線

m
)

6月30日です。

昭和61年度

市民税・県民税の

第1期納期限は

納税刻イド

荒地縫子新金屋二丁目

池上 とめ真成寺町

魚津市連合青年団

谷口武志升田

沢田哲夫横枕

魚津銀金塗装整備工場

川幡 重二 小川寺

埋没林博物館

「愛の募金箱」ドライブイン与/

石崎政雄

高橋博信三ヶ

長谷河長作大光寺

全 日本同和会富 山県連合会

会長川口益庚 富 山市東団地方町 50，000円

山口松之助新宿 100，000円

富山相互銀行労働組合

魚津支部支部長 岸 岡信嗣 34，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

浜田勝二経団西町 30，000円

匿名 2，000円

窪 田 直樹吉野 50，-000円

松本恵子北鬼江 100，000円

寺西盛治吉野 50，000円

友田道治新角川二丁目 20，000円

橋本美代子 火の宮町 30，000円

大多賀明信友道 30，000円

浜岡商庖末広町 49，000円

中村斗久雄大光寺 30，000円

小栗好子 本町一丁 目 2，500円

※受付けの順番で掲載していますが、紙

面の都合で一部次の号以降になります。

。。
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⑧
②
⑧
@
⑮
 5月22日、魚津市連合婦人会のみなさんが、市を訪

れる方や、通勤客のみなきんに心のやすらぎをと、市の

玄関口である国鉄魚津駅前のフラワーポット(15個)に

サルビア苗など200本を植えました。

広報うおづ

フラワーポットにサルビア首を

あなたと市政をむすぷ

hv 

先
生
と
い
っ
し
ょ
に
田
植

5
月
日
日
、
坪
野
小
学
校
の
生
徒
が

約

m
a
の
田
ん
ぽ
に
も
ち
苗
を
田
植
し

ま
し
た
。
田
植
後
は
刈
取
り
ま
で
観
察

を
続
け
、
日
月
に
全
校
生
徒
で
お
も
ち

を
つ
き
収
穫
を
祝
う
そ
う
で
す
。

広
L、
きと
...... -
~，~ 
Ci lま
L、
モ-
ウ・

5
月
刊
日
、
新
川
育
成
牧
場
で
放

牧
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
魚
津
、
黒

部
両
市
長
な
ど
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

あ
と
、
生
後
7
か
月
か
ら
2
年
の
乳

牛

m頭
が
放
さ
れ
、
元
気
よ
く
走
り

回
っ
た
り
、
青
々
と
し
た
草
を
食
べ

て
い
た
。

... 
駅
前
広
場
の
「
う
ま
い
水
」

井
戸
水
で
う
ま
さ
が
ア
ッ
プ

国
鉄
魚
津
駅
前
の
つ
つ
ま
い
水
」
は
、
故
池
田
弥
三
郎

先
生
の
提
案
に
よ
り
、
回
年
に
完
成
さ
れ
た
が
、
い
ま
ま
で

は
水
道
水
で
あ
っ
た
た
め
、
夏
な
ど
は
ぬ
る
い
な
ど
の
風
評

が
あ
っ
た
。
今
回
、
井
戸
水
に
切
替
え
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
っ
た
も
の
で
、

5
月
弘
日
、
そ
の
通
水
式
が
行
わ
れ
た
。 ‘ 

5
月
1
日
か
ら
タ
バ
コ
が

1
本
に
つ
き
1
円
値
上
が
り

し
ま
し
た
。
こ
の
際
、
禁
煙

し
よ
う
か
と
思
っ
た
人
も
、

タ
バ
コ
を
く
ゆ
ら
せ
な
が
ら

ま
た
迷
う
と
い
う
の
が
凡
人

の
常
。
ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
な

ら
タ
バ
コ
と
上
手
に
付
き
合
う
減
害
喫

煙
法
を
考
え
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
タ
バ
コ
の
害
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
ニ
コ
チ
ン
と
タ

l
ル
が
あ
り
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
と
タ
ー
ル
が
肺
ま
で
吸
い
込

む
と
%
パ
ー
セ
ン
ト
が
体
の
中
に
取
り

込
ま
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ふ
か
す
だ

け
な
ら
初
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
み
ま
す
。

ま
た
、
へ
ビ

l
スモ
l
カ
ー
の
場
合
、
ビ

タ
ミ
ン

C
の
体
内
保
有
量
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
オ
レ
ン
ジ
類
や
イ
チ

ゴ
な
ど
で
必
要
量
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
緑
黄
色
野
菜
に
は
カ
ロ
チ
ン
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ガ
ン
の

危
険
を
小
さ
く
し
て
く
れ
ま
す
。
ほ
う

れ
ん
草
や
春
菊
や
小
松
菜
や
サ
ラ
ダ
菜

に
は
カ
ロ
チ
ン
が
多
く
、
ニ
ン
ジ
ン
や
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
自
然
の
食
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
に
か
く

タ
バ
コ
を
1
本
吸
う
ご
と
に
ビ
タ
ミ
ン

C

を
お
ミ
リ
グ
ラ
ム
も
失
っ
て
い
る
こ
と
だ

け
は
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

。。

編集予

印刷/魚津印制株式会社

園置圏園田盟・

編集/企画広報室

(4月末現在) 人(制対比)

人口(男) 24.028 (+20) 

(女) 25.960 (ー76)
計 49.988(-56) 

世帯数 13.595世帯
市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 


